
　5月の風を体いっぱいに感じながら、子どもさんと楽しいあそびの時間を過ごしていただければと思っています。

《５月の行事とおしらせ》

月 火 水 木 金 土

1

3 4 5 6 7 8

憲法記念日 みどりの日 こどもの日 ぴよぴよ

閉　所 閉　所 閉　所 保健指導員相談日

10 11 12 13 14 15

 永岡サークル 午前 とことこ

「ながままサークル」 チューリップひろば

午後

チューリップひろば

17 18 19 20 21 22

離乳食教室 三ケ尻サークル ぴょんぴょん

「こっこクラブ」

24 25 26 27 28 29

午前

チューリップひろば

31

南方サークル

「はあと　　マム」

　<５月の主な行事>　（１０時３０分頃～１１時３０分頃まで）

☆５月　７日（金）　ぴよぴよ（主に０歳児対象）

　　　　　　　　　　　　　保健指導員相談日

☆５月１４日（金）　とことこ（主に１歳児対象）

☆５月２１日（金）　ぴょんぴょん（主に２歳児対象）

　緑の美しい5月です。子育て支援センターにも沢山のお花が咲き、ポカポカ暖かいお日さまのもとで、元気いっ

ぱい遊ぶことができ、とても素敵な季節ですね。支援センターの利用に関しましては、コロナウイルス感染防止

対策により、ご不便をおかけしています。

沢山のお友達の来所を、スタッフみんなで楽しみに待っています。

センター利用につきましては、金ケ崎町の対応により、利用の制限がある場合があり

ます。金ケ崎町のホームページ等をご確認の上、ご利用ください。また、支援セン

ターの行事等の開催状況については、毎月発行の「ちびっこひろばだより」や支援セ

ンターブログ、ホームページのスケジュール等でお知らせしますので、ご確認ください。
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金ケ崎町子育て支援センターは
☆ 月～土曜日まで（祝祭日は除く）

１０時～１６時まで無料開放しています。

☆ 子育てについてのメール・電話相

談を受け付けております。

お気軽に、ご利用ください。

金ケ崎町子育て支援

センターの利用につい

て

・マスクの着用をお願

いします。

・来所時の健康確認、

検温をお願いします。

・お弁当の持ち込みは、

お休みとなっています。

ご協力をお願いします。

5月18日の離乳

食教室は、保

健センターで

行います。次

回の予定は

8月24日です。

チューリップ

広場開催日と

なります。対

象のお友達以

外の利用はで

きません。

ちびっこひろばだより5月号

金ケ崎町子育て支援センターちびっこひろば

5月9日（日）

は、母の日で

す。

チューリップ

広場開催日と

なります。対

象のお友達以

外の利用はで

きません。



 

　　　　どっちにする？～自己主張への対応

.

参考文献 子どもの発達と保育の本（発行所 学研みらい）

（２歳ころ） ごっこあそび・自己主張への対応

ごっこあそび～「自分以外の他者」を意識し始めるこの時期、一番身近な他者

である父親・母親の真似を楽しむようになります。

お世話あそび
人形を布団に寝かせたり、

おんぶしたりごはんを食べ

させたりします。大人が横

になると、同じように布団

をかけ、とんとんしたり、

ご飯を運んできたりします。

月齢や年齢別のかかわりのポイントをご紹介します。

ままごとあそび
テーブルに食べ物を入れたお皿

やコップを並べ「いただきます」

「おかわりちょうだい」「おいし

いね」などの言葉を交えたやりと

りを楽しみます。スカート・エプ

ロンなどを身に着けることで、よ

り一層「～のつもり」の気持ちに

なります。

おでかけごっこ
バックを手に「行ってきまーす」「行ってらっ

しゃーい」「ばいばーい」などのやりとりや、椅子や

ベンチなどをバスや電車に見立てて、一緒に歌をうた

いながらおでかけごっこを楽しみます。

このようなバックを用意すると、積み木・お手玉など

いろいろな物を入れて持ち歩くことを楽しみます～

あらゆる場面で「イヤ」「ジブンデ」など自己主張をする姿が見ら

れるようになります。自分の領域を「モットモット」と大きくしていく「自我の拡

大」の表れの時期です。

このようなときは‥…

「どっちにする？」「どっちがいい？」などと選択肢を与え、自分で選ぶこと

で気持ちの転換や立ち直りのきっかけを作ります。

時間がかかっても「ジブンデ」という気持ちを尊重し、大人は「待つ」ことを心が

け、焦らず、ゆったりと接することが大事です。

2つの選択肢から自分で選び、それを認められる

経験により、他者を受け入れること(自我の充実)に

つながっていきます。子どもが自分で選んだことを

褒めてあげましょう。


